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1～2……地域を見守る―　民生委員・児童委員、主任児童委員
3……住宅防火対策の“切り札”住宅用火災警報器
4……6月の相談、まちづくり仕掛け人
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　民生委員・児童委員になって 23 年目。
豊後町・木屋町の約210世帯を担当。そのうちひとり暮らしの高齢者や支援が必要
な人などが34人おり、見守り支援を行っています。　
　また、名張地区民生委員児童委員協議会の会長であり、名張市民生委員児童委員協
議会連合会の副会長としても活躍されています。

福山 悦子さんプロフィール

広げよう　地域に根ざした　思いやり　

２
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、
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③高齢者サロン「よってだぁーこ 3号店」
の皆さんでお花見ツアー

④配食サービス「ぷちとまと」で、配食しな
がら高齢者の安否確認

①高齢者サロン「よってだぁーこ 3号店」で、
まちの保健室の職員さんと簡単な体操

②民生委員・児童委員協議会の七夕イベント
に向けて、笹飾りの準備

民
生
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員・児
童
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員

■ 5月 12日月～ 18日日は「民生委員・児童委員 活動強化週間」です。民生委員・児童委員は、厚生労働大臣から委嘱を受け、社会奉仕の精神をもって地域福
祉活動を無報酬で行っています。
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